「避難所（被災）高齢者アセスメント表」　記入の手引き
高齢者個々の避難所等での生活の支障・危険性等を把握し，今後の具体的な支援につなげます。
１ 連絡先

　本人，家族，親族など連絡がつく人を確認して記入します。
２ 避難所

　アセスメント日現在の避難所名（自宅等の場合あり）を記入します。

３ 住居状況

　地震・津波による被害の状況と住めるのかどうかを記入します。

４ 家族状況

　同居家族の状況を記入します。場合によっては別居に親族や知人について把握して記入します。

５ 避難生活の不具合等

　避難所の環境等，不具合（寒い，狭い，介護者がいない等）について，本人の言葉やケアマネジャーが把握した不具合を記入します。

６ 全体状況

　避難所で生活をしている状況での，本人の支障，本人の生活の支障を記入します。
７ 避難後の変化
　全体状況について，それぞれの変化，悪化について把握して記入します。

８ 今後の改善の可能性，悪化の危険性

　避難所支援の状況，住居・家族，状態の変化を踏まえて，今後の可能性，悪化の危険性を把握して記入します。
　嚥下性肺炎，廃用症候群，エコノミークラス症候群の危険性についても把握して記入します。
９ ケアや支援の必要性

　避難所支援の状況，住居・家族，状態の変化を踏まえて，必ず行わなければならない介護や支援を把握して記入します。

10 意向

　現状や可能性・必要性を踏まえた上で，本人・家族の実現可能な意向を聞き取り記入します。
11 対応方針

　生活の支障や可能性・危険性，意向を踏まえて，今後の支援の方向性を整理して記入します。

12 備考

　アセスメントをして気づいたこと，気になったこと等を記入します。
13 保護の必要性

　該当する□をチェックし，施設入所の必要性等，保護の必要性の度合いを考える参考にします。
2011.03.26.宮城県ケアマネジャー協会。

